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はじめに

2022年3月、JAXAはこれまでのSDGｓへの
取組の一層の加速と職員の意識向上のため、
新たにSDGｓに関する基本的な取組方針を策定
しました。

JAXAはSDGｓを社会課題解決のための
共通言語・イノベーションの機会として捉え、
戦略的に取り組み、貢献を目指します。

本日はJAXAがSDGｓの取組を通じて目指す姿
と取組の方向性などについてご説明します。
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JAXAの目指す姿とSDGｓ

宇宙と空を活かし、安全で
豊かな社会を実現

JAXAの経営理念

「誰一人取り残さない」
持続可能な社会

• 誰もが輝く、より良い未来社会のた
めに創造性を発揮する魅力的な組織

• 人類の持続的な活動・挑戦を支え、
地球と宇宙の課題解決をけん引する
プラットフォーマー

JAXA(目指す姿)

SDGｓ
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JAXAのSDGｓミッションステートメント
(SDGsに関する経営理念や社会的使命を行動指針として具体化したもの)

～事業の観点～

先導的な研究開発

～個人の観点～

ひとりひとりの
創造性を発揮

～組織外の観点～

世界中のパートナー
と連携

取組指針
(上記を事業・個人・組織外の３つの観点から、より分かりやすく行動や取組につながるように示したもの)

JAXAは、SDGsを社会課題解決のための世界の共通言語およびイノベーションの

機会として活用し、様々なパートナーと連携しながら、先導的研究開発とその成果
の展開を通じて、持続可能で安全で豊かな社会の実現に取り組みます。

先導的な研究開発とその成果の
展開を通じて、地球と宇宙の課題を

解決します

JAXAの組織、能力、アセットを活かす
とともに、ひとりひとりが創造性を発揮し、

SDGｓの理念に共感し、その実現に
向け行動します

世界中の多様なステークホルダーと
連携することで、事業に相乗効果を

生み出し、成果の社会還元の
最大化を図ります 3



～豊かで美しい地球環境を守る～
【重点領域】
 脱炭素社会、循環型社会への貢献
 グリーンな宇宙航空システムの研究開発
 気候変動・地球環境保全・SDGｓ・ESG
推進のための科学的エビデンスの提供

～持続可能で安全な社会を支える～
【重点領域】
 国土、インフラの管理・強靭化、防災
 Society5.0を支えるインフラ構築
 地球規模の課題解決、経済成長・イノベーション

 

 

 

JAXAが取り組む重点領域

地球環境のために

宇宙のために

ガバナンスのために

社会のために

～人類の活動領域を持続的に広げる～
【重点領域】
 宇宙フロンティアへの挑戦と成果の地上への還元
 持続可能な宇宙活動のための宇宙インフラ/制度、
ルール構築

～持続的に社会に役立つ組織～
【重点領域】
 公正かつ責任ある組織運営、多様なパートナー
シップの推進

 人々の喜びや驚きの創出、人材育成
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サステナブルな宇宙開発利用

宇宙活動をサステナブルに継続することは、人類の未来にとって重要。
17のゴールを超えて、18番目のゴールとなり得る宇宙のSDGｓへ。
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